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金子氏の著書では、今月の法語の前後にそ

の文の意味内容が説明されています。「念仏

といえば、念じられるのは阿弥陀仏であり、

念ずるのは衆生、つまり私です。ですから、
しゅじょう

阿弥陀仏と私というものがあって、そこに念

仏ということがあるということは、間違いの

ないことです」と述べられるように、一般的

概念的な信仰の対象としての阿弥陀仏、そし

てその仏を念ずる私、そしてそこに念仏があ

るといわれています。

さらに続いて、「阿弥陀仏があり、またこ

こに自分がいるということがわかるのは、念

仏によるのです。ですから、念仏の他に、阿

弥陀仏がましまし、また自分があるというこ

とを知る道はないのです」と言われています。

それは阿弥陀仏という救済する仏があり、ま

た救われる私がいるということは、念仏する

ことによって、初めて仏も私も救うものと救

われるものとしてあるということがわかると

言われているのです。それゆえ、「念仏する

心になってみると、そこに仏があり自分があ

るということになるのです。仏があるから念

仏するのではない、念仏するから仏があるの

だといってもいいでしょう」と示され、「私

がいて、そこに念仏というものが出てくるの

に違いないのですが、しかしそれはどうして

わかるかといえば、念仏しなければわからな

い。これをいいかえますと、仏は私たちの前

に、念仏として現れてくださるのである。そ

の南無阿弥陀仏によって、私は自分がここに

いるということを知らせていただくのだとい

うことになるのです」と述べられています。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

▲ 本山御正忌報恩講、阿弥陀堂のお荘厳 （２０２４年１月９日）
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下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ ２月
１６日 （終日）

◎ ３月
４～６日 （終日）
１２日 （終日）
２０日（午前中）

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

URL https://konkouji.jp/

２月３日現在アクセス数 149,282人
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鞍岡 １月の天候 （アメダス）
最 低 気 温・－６．１℃（ ５日）

最 高 気 温・１７．７℃（３１日）

真冬日日数・ ２日/３１日

冬 日 日 数・ ２０日/３１日

月間総雨量・48.5mm (降雨日数・14日)

一日最大雨量・１０．０mm（２３日）


